
日本地学教育学会 2019 年度第 7回常務委員会議事録 

 

 

日 時：2020 年 7 月 22 日（水）18:00〜20:30 

会議形式：Cisco Webex Meetings による web 会議 

出席者：久田健一郎，高橋 修，伊藤 孝，上栗伸一，小関純一，小森次郎，澤口 隆，清水政義，中

林俊明，西浦慎悟，林 慶一，廣木義久，松本 現，宮下 治，吉本直弘，米澤正弘，渡来めぐみ（計

17 名） 

 

議 題： 

１． 2020 年度役員選挙結果について 

「役員選挙についての細則」に基づき，2020 年度役員（会長，評議員，および監事）の選挙が行わ

れ，2020 年 7 月 3日に帝京平成大学において開票がなされた． 

1．会長選挙開票結果（任期 2020 年度～2021 年度） 

役員選挙についての細則 12(1)「会長は，有効投票数の過半数を得たもの」を適用，有効投票

者数の過半数以上の票を得た久田氏が会長として選任された． 

久田 健一郎 得票 205 票 

＊有効投票数 207 票（過半数 104 票）／無効票 0票（投票率 47.69％） 

2．評議員選挙開票結果（任期 2020 年度～2022 年度） 

役員選挙についての細則 12(2)「評議員は，支部ごとに有効得票数の最も多いもの１名，ただ

し，関東(東京)支部は，有効得票数順に３名まで」を適用，支部ごとに上位１名，関東支部は上

位３名の評議員が選任された．  

茂庭隆彦（北海道・東北支部） 得票 197 票 

  山本和彦（関東支部）      得票 194 票 

  宮脇亮介（関東支部）  得票 193 票 

  藤原 靖（関東支部）  得票 193 票 

  星 博幸（中部支部）  得票 197 票 

  廣木義久（近畿支部）   得票 204 票 

  山崎博史（中国・四国支部）   得票 198 票 

  棟上俊二（九州・沖縄支部）   得票 194 票 

＊有効投票数 205 票／無効票 0票  

3．監事選挙開票結果（任期 2020 年度～2021 年度） 

役員選挙についての細則 12(3)「監事は，有効投票数の過半数の信任を得たもの」を適用，有

効投票者数の過半数以上の信任を得たため，以下１名の監事が選任された．  

  渡辺 嘉士 得票 200 票 

＊有効投票数 206 票／無効票 0票  



２． 各賞（地学教育功労賞，渡部景隆奨励賞，論文各賞等）について 

2020 年度地学教育功労賞・渡部景隆奨励賞に関しては推薦・申請がなく，いずれも候補者なしと

なった．2020 年度論文各賞については現在選考中である． 

なお，ここ何年か，渡部景隆奨励賞の推薦が行われていない．二年後以降の全国大会実行委員長

等に早めに打診すべきという意見が出された． 

３． 『みんなの地学』創刊号の配布方針・体制について 

渡部景隆基金により増刷した『みんなの地学』創刊号は，当初の方針通り，本学会の広報・入会

促進に向け活用していく．まずは，日本ジオパークネットワーク会員となっている各ジオパークの専

門委員，JpGU の全国高校地学教育関係者情報交換会，茨城・千葉・埼玉・神奈川・広島の地学系教

員を対象に配布していく．なお，JpGU と各県教員における冊子希望者のリストは，担当者が 8/20 を

目処に取りまとめ，その連絡先リストを伊藤までメール送付することとする． 

４． 『みんなの地学』の J-Stage 搭載について 

『地学教育』誌同様，『みんなの地学』誌も J-Stage へ記事を掲載していくこととする．当面の間，

J-Stage による公開は冊子体発行の 1年後とする． 

５． 総会資料（案）について 

2020 年 9 月 19 日（土）開催予定の総会に向け，総会資料を精査していくこととした． 

６． 2020 年度評議員会・総会およびオンライン地学教育学会について 

2020 年度評議員会・総会（9 月 19 日開催），オンライン地学教育学会（11 月 8 日開催）に向け，

準備状況を確認した． 

７． 学会における委員会の位置づけについて 

これまで明瞭ではなかった常務委員会下の委員会について整理した．結果，庶務・会計を一括し

て庶務委員会とし常置委員会の一つとすること，大学入試センター試験問題検討委員会，学術奨励

賞選考委員会，選挙管理委員会の三委員会をそれぞれ特別委員会に位置づけることとした．これら

が明瞭に示された組織図を学会のホームページに掲載する． 

８． 『地学教育』特集号について 

『地学教育』誌における特集号のあり方について議論した．最も重要な点は，一般号と特集号で

査読のレベル等，一貫性が担保されていることとした．そのため，特集号の編集委員会は，通常の

編集委員会の内部に位置づけることとする．また，会員から特集号の要望があった場合は，その妥

当性等は編集委員会が判断するが，ページ数等，予算に関わる懸念がある際などは常務委員会に諮

ることとする． 

９． 2019 年度会計決算（案）について 

決算書（収入・支出）（案）に基づき，その妥当性を検討した． 

１０． 2020 年度会計予算（案）について 

予算書（収入・支出）（案）に基づき，その妥当性を検討した． 

１１． 会勢・財務状況について 

2020 年 6 月 30 日現在の会員数は 525 であり，以下内訳である． 



正会員 411

正会員（学生） 12

正会員（シニア） 50

購読有料会員 24

購読無料会員 24

在外 1

在外学生 0

名誉 3

2020 年 6 月 30 日付退会者は以下のとおりである． 

退会者（正会員）：市川智史，浦野 弘，大原一男，小田 玄，小幡喜一，加藤昌典，河原富夫，北澤夏

樹，小出良幸，白土 豊，三崎 隆，渡辺美和子，大澤得二，上村剛史，横家将納，渡辺理文，中川登

美雄，川路美沙 

退会者（シニア）：栗原謙二，宍戸 章，照井一明 

退会者（有料購読会員）：株式会社弘集堂書店 

 

次回常務委員会の実施予定日は 9月 11 日（金）である． 


